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主論文 
Up-regulation of HHV-6B-derived microRNAs in the serum of DIHS/DRESS patients. 
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ルス 6 (HHV-6)には、これまでに in vitro における研究で 4 種類の microRNA 
(hhv6b-miR-Ro6-1, -2, -3, -4)の存在が知られている。しかし、in vivo における
HHV-6 microRNAの発現の有無や疾患との関係については不明であった。  
本研究では、急性期の DIHS 患者について、血清中の HHV-6 microRNA の発
現および HHV-6 microRNA と臨床症状との相関を明らかにしている。 
DIHS 群では、播種状紅斑丘疹型薬疹群や健常群と比較して、4 種類の
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